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詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新規の規制・制度改革を提案する際は、
１「地域の課題（提案に至る経緯）」
２「支障となっている法令等の規制」
３「規制・制度改革による効果」
の３点が整理されていれば、相談可能です。

有識者で構成する特区ワーキンググループが、提案さ
れた規制・制度改革の実現に向け、関係省庁に対しヒア
リングを行い、後押しします。

GX分野に限られると思われがちですが、本制度では
分野を選ばず規制・制度改革の提案が可能です。

◆特集 国家戦略特区制度を活用した地域課題解決創る

令
和
６
年
６
月
、
北
海
道
と
札
幌
市
が
「
金

融
・
資
産
運
用
特
区
」
の
対
象
地
域
に
決
定
さ

れ
る
と
と
も
に
、
北
海
道
全
域
が
「
国
家
戦
略

特
区
」
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
観
光
や
医
療
、
保
育
、
農
業
、

外
国
人
材
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
規
制
・
制
度

改
革
の
提
案
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

「
国
家
戦
略
特
区
」

「
国
家
戦
略
特
区
」

最
北
の
国
家
戦
略
特
区

地
域
課
題
解
決
の
ツ
ー
ル
と
し
て

こ
れ
ま
で
、
特
区
制
度
の
周
知
の
た
め
、
市

町
村
や
企
業
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
、
既

に
多
く
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
積
極
的
な
制
度
周
知
と
伴
走
支
援

に
よ
り
、
道
内
の
様
々
な
地
域
課
題
へ
の
解
決

ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
、
特
区
制
度
を
活
用
し

て
い
き
ま
す
。

北
海
道
内
の
活
用
事
例

従
来
は
、
銀
行
が
出
資
を
す
る
際
、
５
パ
ー

セ
ン
ト
を
超
え
る
議
決
権
を
保
有
す
る
場
合
、

国
に
よ
る
認
可
が
必
要
で
し
た
が
、
議
決
権
の

保
有
率
が

パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な
い
限
り
、

国
へ
の
届
出
の
み
で
出
資
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

１
銀
行
に
よ
る
Ｇ
Ｘ
関
連
事
業
に

対
す
る
出
資
規
制
の
緩
和

日
本
語
に
よ
る
作
成
が
前
提
と
な
っ
て
い
る

会
社
設
立
の
た
め
の
商
業
登
記
や
定
款
認
証
に

必
要
な
書
類
に
つ
い
て
、
国
の
作
成
支
援
ツ
ー

ル
の
活
用
や
自
治
体
ス
タ
ッ
フ
の
支
援
に
よ
り
、

海
外
企
業
の
新
規
参
入
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

２
会
社
設
立
に
係
る

行
政
手
続
の
英
語
対
応

従
来
は
１
か
月
か
ら
３
か
月
程
度
か
か
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
さ
ら
に
時
間
が
か
か
る
こ
と

も
あ
っ
た
在
留
資
格
審
査
の
迅
速
化
が
図
ら
れ
、

対
象
自
治
体
の
企
業
に
よ
る
計
画
的
な
人
材
確

保
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

３
外
国
人
エ
ン
ジ
ニ
ア
の

就
労
促
進

従
来
は
曖
昧
だ
っ
た
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の

関
連
設
備
の
う
ち
不
動
産
に
含
ま
れ
る
も
の
の

範
囲
が
明
確
化
さ
れ
た
た
め
、
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
へ
の
さ
ら
な
る
投
資
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま

す
。 ４

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
の

対
象
不
動
産
の
明
確
化

令
和
７
年
７
月

日
、
北
海
道
経
済
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
内
に
、
弁
護
士
等
に
よ
る
高
度
な
個

別
相
談
対
応
が
可
能
な
「
雇
用
労
働
相
談
セ
ン

タ
ー
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

●
そ
の
他
の
成
果

「
雇
用
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
」
開
設

◆ 雇用労働相談センターの開所式の様子

セ
ン
タ
ー
開
設
に

よ
り
、
雇
用
・
労
働

に
関
す
る
悩
み
や
疑

問
に
つ
い
て
、
道
内

の
ど
こ
か
ら
の
相
談

で
あ
っ
て
も
、
法
律

や
制
度
に
精
通
し
た

専
門
家
が
無
料
で
対

応
、
サ
ポ
ー
ト
す
る

体
制
が
作
ら
れ
ま
し

た
。

国家戦略特区のポイント

01

0４

03

あらゆる分野で活用可能

相談の際は３点を整理

道の伴走支援
詳細な法令調査や、全道規模の関係団体との調整など、

道が市町村と一緒に課題整理を行いながら、規制・制度
改革の実現を目指します。

02 有識者会議による後押し

01

北海道 国家戦略特区

特
区
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

「
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
の
に
」

「
こ
れ
っ
て
特
区
の
対
象
な
の
？
」

と
い
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。本記事の取組は、北海道総合政策部地域創生局地域戦略課が担当しております。

国家戦略特区に関するお問い合わせ先 TEL:011-204-5156
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◆特集 新しい地方経済・生活環境創生交付金創る

第
２
世
代
交
付
金
の
支
援
対
象
と
な
る
事
業

は
、
観
光
や
農
林
水
産
業
の
振
興
等
の
地
方
創

生
に
資
す
る
取
組
な
ど
を
支
援
す
る
「
ソ
フ
ト

事
業
」
、
地
方
創
生
に
関
連
す
る
拠
点
施
設
の

整
備
な
ど
を
支
援
す
る
「
拠
点
整
備
事
業
」
、

ソ
フ
ト
事
業
ま
た
は
拠
点
整
備
事
業
と
組
み
合

わ
せ
て
実
施
さ
れ
る
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
支
援

す
る
「
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業
」
の
３
類
型
に
分

か
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
交
付
対
象
者
は
地
方

公
共
団
体
（
複
数
自
治
体
に
よ
る
申
請
も
可
）

02

第
２
世
代
交
付
金
の
概
要

新
し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境
創
生

交
付
金
の
概
要

新
し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境
創
生
交
付
金

（
以
下
、
同
交
付
金
と
す
る
）
は
、
地
方
公
共

団
体
の
地
方
創
生
に
資
す
る
事
業
の
実
施
を
支

援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
国
の
令
和
６
年
度
補

正
予
算
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
交
付
金
の
後
継
と
し
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

同
交
付
金
は
、
左
記
の
と
お
り
４
種
類
に
分

か
れ
て
お
り
、
本
特
集
で
は
、
こ
の
う
ち
の
第

２
世
代
交
付
金
を
取
り
上
げ
ま
す
。

第
２
世
代
交
付
金
の
概
要

新
し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境
創
生
交
付
金

◎
市
町
村
に
お
け
る
第
２
世
代
交
付
金
の
活
用
に
関

す
る
ご
相
談
に
つ
い
て
は
、
各
（
総
合
）
振
興
局
地

域
政
策
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
通
年
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

◎
制
度
は
変
更
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

道
内
市
町
村
で
は
、
第
２
世
代
交
付
金
の
令

和
６
年
度
補
正
予
算
分
及
び
令
和
７
年
度
当
初

予
算
分
（
令
和
７
年
度
事
業
実
施
分
）
と
し
て
、

市
町
村
の
１
５
６
事
業
が
採
択
さ
れ
て
い
ま

す
。具

体
的
に
は
、
ソ
フ
ト
事
業
で
「
観
光
」
、

「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
等
、
拠
点
整
備

事
業
で
「
道
の
駅
」
、
「
観
光
拠
点
施
設
」
等
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業
で
「
市
町
村
道
車
線
整

備
」
等
が
採
択
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
に
ソ
フ

ト
事
業
と
拠
点
整
備
事
業
を
組
み
合
わ
せ
た
事

例
も
あ
り
ま
す
。

新
し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境
創
生
交
付
金

の
前
身
で
あ
る
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

交
付
金
で
の
事
例
に
な
り
ま
す
が
、
次
ペ
ー
ジ

か
ら
は
、
鷹
栖
町
と
沼
田
町
の
取
組
を
参
考
と

し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

道
内
市
町
村
に
お
け
る
第
２
世
代
交

付
金
の
活
用
状
況

類型 事業計画期間 交付上限額・補助率

ソフト
事業

原則３か年度
以内

（最長５か年
度）

１自治体当たり国費
・中枢中核：15億円/年度
・市町村：10億円/年度
補助率：1/2

拠点
整備
事業

原則３か年度
以内

（最長５か年
度）

１自治体当たり国費（目安）
・中枢中核：15億円/年度
・市町村：10億円/年度
補助率：1/2

インフ
ラ整備
事業

原則５か年度
以内

（最長７か年
度）

１自治体当たり事業計画期間中の総国
費
・中枢中核：20億円（単年度目安４億円）
・市町村：10億円（単年度目安２億円）
補助率：1/2等（省庁の交付要綱に従う）

第２世代交付金
地方がそれぞれの特性に応じた発展を遂げることができるよ
う、日本経済成⾧の起爆剤としての大規模な地方創生策を講
ずるため、地方公共団体の自主性と創意工夫に基づく、地域
の多様な主体の参画を通じた地方創生に資する地域の独自の
取組を、計画から実施まで強力に後押し

デジタル実装型
デジタル技術を活用した地域の課題解決や魅力向上に資する
取組を支援

避難所の生活環境を抜
本的に改善するため、
地方公共団体の先進的
な防災の取組を支援

半導体等の戦略分野における国家
プロジェクトの産業拠点整備等に
必要となる関連インフラの整備を
機動的かつ追加的に支援

地域防災緊急整備型 地域産業構造転換インフラ
整備推進型

と
な
り
ま
す
。

交
付
決
定
ま
で
に
地
方
版
総
合
戦
略
に
位
置

づ
け
ら
れ
た
事
業
の
う
ち
、
国
が
掲
げ
る
「
地

方
経
済
の
創
生
」
、
「
生
活
環
境
の
創
生
」
、

「
人
や
企
業
の
地
方
分
散
」
の
い
ず
れ
か
の
事

業
分
野
に
該
当
し
、
「
地
域
の
多
様
な
主
体
と

の
連
携
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
等
の

仕
組
み
を
備
え
、
「
自
立
性
」
等
の
先
導
性
を

有
す
る
も
の
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

事
業
ご
と
に
適
切
か
つ
具
体
的
な
重
要
業
績

評
価
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
の
設
定
及
び
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
の
整
備
を

行
う
と
と
も
に
、
産

官
学
金
労
言
な
ど
の

地
域
の
多
様
な
主
体

の
参
画
に
よ
り
効
果

検
証
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

評
価
基
準
と
し
て

は
、
「
目
指
す
将
来

像
、
課
題
の
設
定
及

び
交
付
対
象
事
業
の

概
要
等
」
、
「
Ｋ
Ｐ

Ｉ
の
適
切
性
」
「
自

立
性
」
、
「
地
域
の

多
様
な
主
体
の
参

画
」
の
項
目
が
あ
り
、

新しい地方経済・生活環境創生交付金

出典：内閣府「新しい地方経済・生活環境創生交付金について」を参考
に北海道総合政策部地域創生局地域戦略課作成

国
で
の
審
査
に
よ
り
総
合
的
な
評
価
が
高
い
取

組
が
採
択
さ
れ
ま
す
。
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03

実
施
の
背
景

事
業
内
容
・
成
果

申
請
に
あ
た
っ
て
準
備
し
た
こ
と

【事業概要】（申請時ベース）

地
方
創
生
推
進
タ
イ
プ
（

）

金
の
内
示
、
４
月
に
交
付
決
定
を
受
け
、
１

年
目
の
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

ま
た
、
実
際
の
事
業
を
実
施
す
る
部
署
は
、

複
数
に
わ
た
る
た
め
、
庁
内
で
日
常
的
に
情

報
共
有
を
行
え
る
体
制
を
構
築
し
、
必
要
な

連
携
を
ス
ム
ー
ズ
に
取
れ
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。

活
用
事
例
１

鷹
栖
町

「
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
と
多
様
な
域
外
主
体
の
参
画
に
よ
っ
て

持
続
発
展
す
る
全
世
代･

全
員
活
躍
の
ま
ち
推
進
事
業
」

鷹
栖
町
は
、
平
成

年
度
に
地
方
版
総
合

戦
略
で
あ
る
鷹
栖
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
福
祉
の
町
と
し
て
取
組
に
力

を
入
れ
て
き
た
背
景
を
踏
ま
え
、
総
合
戦
略

で
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
希
望
が
叶
い
、
全

世
代
・
全
員
が
活
躍
で
き
る
「
生
涯
活
躍
の

ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

以
降
、
生
涯
活
躍
の
ま
ち
に
係
る
各
種
事

業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
よ
り
高
度

な
取
組
を
展
開
す
る
た
め
、
令
和
４
年
度
～

６
年
度
の
期
間
で
今
回
取
り
上
げ
た
事
業
を

実
施
し
ま
し
た
。

◆特集 新しい地方経済・生活環境創生交付金創る

▲農業における担い手の確保を目的とした研修。

今
後
の
展
望

町
が
今
後
も
「
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
希
望
が

叶
う
全
世
代
・
全
員
が
活
躍
で
き
る
ま
ち
」

を
目
指
し
て
い
く
姿
勢
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

人
口
減
少
が
進
行
し
た
際
に
は
、
行
政
が
す

べ
て
を
担
う
の
で
は
な
く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
お
け
る
自
治
の
力
を
高
め
、
住
民
主

体
で
課
題
解
決
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
理
想

と
も
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
事

業
の
成
果
を
整
理
・
改
善
し
な
が
ら
、
時
代

の
変
化
に
応
じ
て
着
実
に
全
て
の
町
民
が
活

躍
で
き
る
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

▲幅広い年代の方を集めた人材育成講座。

生
涯
活
躍
の
ま
ち
の
推
進
や
地
方
版
総
合

戦
略
等
を
所
管
す
る
総
務
企
画
課
が
中
心
と

な
っ
て
、
事
業
を
検
討
・
立
案
し
ま
し
た
。

事
業
計
画
作
成
後
、
申
請
前
に
国
（
内
閣

府
）
か
ら
事
業
案
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
「
事
前
相
談
」
制
度
を
活

用
し
て
、
募
集
開
始
前
に
計
画
を
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、
ス
ム
ー
ズ
に
申
請
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。

例
年
、
交
付
金
の
第
１
回
募
集
通
知
は
12

月
～
１
月
に
発
出
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
前
か

ら
事
前
相
談
を
重
ね
、
令
和
４
年
１
月
下
旬

に
本
申
請
を
行
い
、
同
年
３
月
下
旬
に
交
付

設
定
し
た
Ｋ
Ｐ
Ｉ
す
べ
て
に
関
連
す
る
、

「
地
域
に
新
た
な
し
ご
と
を
つ
く
る
人
材
を

創
出
す
る
た
め
の
移
住
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
サ

イ
ク
ル
の
構
築
」
が
本
事
業
の
柱
に
な
り
ま

す
。自

ら
の
力
で
仕
事
や
事
業
を
創
る
こ
と
が

で
き
る
人
材
確
保
と
育
成
の
流
れ
を
創
る
た

め
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
ト
ラ
イ
ア
ル

実
証
・
実
証
内
容
の
分
析
検
証
・
ア
フ
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
等
を
繰
り
返
す
仕
組
み
「
移
住
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ
ク
ル
」
を
形
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

事
業
を
計
画
す
る
段
階
で
、
年
度
ご
と
の

目
的
を
明
確
化
し
、
３
年
間
で
段
階
的
に
事

業
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
情
報
発
信
メ
デ
ィ
ア
の
整
備
や
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
移
住
相
談
窓
口
で
の
就
農
・
起
業
相

談
体
制
の
強
化
、
都
市
部
向
け
の
オ
ン
ラ
イ

ン
・
リ
ア
ル
併
用
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
を

展
開
し
た
ほ
か
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
担
い
手

や
地
域
で
事
業
創
出
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
講
座
な
ど
も
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
様
々
な
取
組
に
よ
り
、
移
住

者
が
関
わ
る
起
業
が
７
件
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を

活
用
す
る
新
規
就
農
者
が
５
人
生
み
出
さ
れ

る
な
ど
の
成
果
が
得
ら
れ
て
お
り
、
町
内
の

移
住
施
策
を
持
続
的
に
循
環
し
て
い
く
た
め

の
新
た
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ
ク
ル
を
築

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

た
か
す

27

12

ソ
フ
ト
タ
イ
プ

現
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実
施
の
背
景

申
請
に
あ
た
っ
て
準
備
し
た
こ
と

【事業概要】（申請時ベース）

地
方
創
生
拠
点
整
備
タ
イ
プ

現
拠
点
整
備
事
業

構
想
の
実
現
に
利
用
可
能
な
補
助
金
を
探

す
中
で
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交

付
金
（
「
新
し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境
創

生
交
付
金
」
の
前
身
）
と
趣
旨
が
合
致
し
て

い
た
た
め
、
同
交
付
金
の
地
方
創
生
拠
点
整

備
タ
イ
プ
（
「
拠
点
整
備
事
業
」
の
前
身
）

を
活
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

準
備
段
階
で
は
、
申
請
前
に
国
か
ら
事
業

案
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
「
事
前
相
談
」
制
度
を
活
用
し
て
、
募
集

開
始
前
か
ら
計
画
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、

ス
ム
ー
ズ
に
申
請
で
き
る
よ
う
備
え
ま
し
た
。

例
年
、
交
付
金
の
第
１
回
募
集
通
知
は
12

月
～
１
月
に
発
出
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
前
か

ら
事
前
相
談
を
重
ね
、
令
和
６
年
１
月
上
旬

に
本
提
出
を
行
い
、
同
年
３
月
中
旬
に
交
付

金
の
内
示
、
３
月
下
旬
に
交
付
決
定
を
受
け

た
後
に
、
業
者
と
の
契
約
を
経
て
工
場
の
建

設
を
開
始
し
ま
し
た
。

現
在
は
町
内
を
中
心
と
し
た
ビ
ー
ル
の
販

売
で
す
が
、
日
本
酒
や
ワ
イ
ン
と
と
も
に
、

地
域
発
の
お
酒
を
「
沼
田
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し

て
世
界
展
開
し
て
い
く
構
想
も
あ
り
ま
す
。

販
路
の
拡
大
が
町
の
Ｐ
Ｒ
や
醸
造
量
の
増
加

に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
そ
の
結
果
が
雇
用
創

出
や
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

活
用
事
例
２

沼
田
町

「
沼
田
町
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
工
場
整
備
事
業
」

沼
田
町
で
は
、

年
程
前
か
ら
、
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
農
作
物

を
活
用
し
て
特
産
品
を
開
発
で
き
な
い
か
と

い
う
構
想
が
あ
り
ま
し
た
。
時
代
の
流
行
や

副
原
料
と
し
て
多
様
な
農
作
物
を
使
用
で
き

る
と
い
う
点
に
着
目
し
て
、
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
の
開
発
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
、
以
降
、

構
想
の
具
体
化
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
一
時
中
断
し
ま
し
た
が
、
落
ち
着
い

た
時
期
に
本
格
的
に
取
組
を
始
動
し
ま
し
た
。

本記事の取組は、北海道総合政策部地域創生局地域戦略課が担当しております。
新しい地方経済・生活環境創生交付金（第２世代交付金）に関するお問い合わせ先 TEL:011-206-7298

石
狩
沼
田
ブ
ル
ワ
リ
ー
の
現
況

ま
す
。
生
産
量
が
ま
だ
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、

卸
し
た
週
末
に
は
売
り
切
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
主
催
者
か
ら

出
展
の
打
診
も
あ
り
ま
す
が
、
開
業
初
期
で

醸
造
が
追
い
つ
か
な
い
こ
と
か
ら
、
来
年
以

降
の
出
展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
増
産
の
検
討
を
進
め
る
と
と
も

に
、
技
術
的
に
難
易
度
の
高
い
缶
ビ
ー
ル
の

製
造
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
予
定
で
す
。

◆特集 新しい地方経済・生活環境創生交付金創る

▲建設された石狩沼田ブルワリー

▲石狩沼田ブルワリー内の貯蔵タンク。
醸造されたビールが貯蔵されています。

今
後
の
展
望

ビ
ー
ル
の
生
産
に
欠
か
せ
な
い
大
麦
や
ホ

ッ
プ
と
い
っ
た
主
原
料
自
体
を
町
内
で
生
産

す
る
構
想
が
あ
り
ま
す
。
費
用
面
な
ど
の
理

由
か
ら
既
存
農
家
が
作
る
の
は
難
し
い
の
で
、

産
業
型
農
業
に
よ
る
新
規
就
農
支
援
や
土
地

活
用
も
視
野
に
あ
り
ま
す
。

令
和
７
年
４
月
に
開
業
後
、
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
の
生
産
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
現

在
は
町
直
営
の
ビ
ア
キ
ッ
チ
ン
「
沼
田
町
Ｂ

Ｅ
Ｅ
Ｒ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｎ
ト
ナ
リ
エ
北
広
島

店
」
を
は
じ
め
、
町
内
の
居
酒
屋

店
舗
、

キ
ャ
ン
プ
場
、
温
泉
施
設
で
提
供
さ
れ
て
い

７

１

12

（

）
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◆地域が動く・プロジェクト最前線創る

おうむ

雄武町

▲雄武町の町章
由来:おうむのヲを六つ組み合わせて雪形にし、
その中央に北斗星を配置して北見雄武を表現。

▲高校生・役場職員の取材風景

▲商品開発の成果発表会

雄
武
町
の
概
要
と
現
状

雄
武
町
は
、
北
海
道
の
北
東
部
、
オ
ホ
ー
ツ

ク
管
内
最
北
端
に
位
置
し
、
人
口
約
４
１
０
０

人
の
町
で
す
。
春
は
毛
ガ
ニ
、
夏
は
ウ
ニ
や
ホ

タ
テ
、
秋
に
は
ブ
ラ
ン
ド
鮭
「
雄
宝
（
ゆ
う
ほ

う
）
」
が
水
揚
げ
さ
れ
る
な
ど
、
水
産
業
の
盛

ん
な
町
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
冷

涼
な
気
候
を
活
か
し
た
酪
農
・
畜
産
業
も
基
幹

産
業
と
し
て
地
域
を
支
え
て
い
ま
す
が
、
少
子

高
齢
化
や
人
口
減
少
に
伴
う
こ
れ
ら
の
産
業
の

担
い
手
不
足
と
い
っ
た
課
題
も
深
刻
化
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
雄
武
町
で
は
、
移
住
・

定
住
促
進
、
子
育
て
支
援
に
加
え
、
地
域
資
源

を
活
か
し
た
商
品
開
発
な
ど
、
多
様
な
取
組
を

通
じ
て
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
高
校
生
の
挑

戦
か
ら
始
ま
り
、
地
域
や
行
政
が
連
携
し
て
進

め
て
い
る
「
特
産
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

取
材
し
ま
し
た
。

特
産
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
は

特
産
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、
雄
武
高

等
学
校
の
生
徒
が
地
域
の
海
産
物
や
農
産
物
を

活
用
し
、
新
た
な
特
産
品
づ
く
り
に
挑
戦
す
る

取
組
で
す
。

地
元
の
食
材
に
触
れ
な
が
ら
、
企
画
・
試

作
・
発
表
ま
で
を
行
う
実
践
的
な
学
習
を
通
じ

て
、
地
域
へ
の
理
解
を
深
め
、
創
造
力
や
主
体

性
を
育
ん
で
い
ま
す
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
令
和
５
年
度
に
商
業

・
家
庭
科
目
を
選
択
し
た
学
生
を
対
象
に
試
行

的
に
始
め
、
令
和
６
年
度
か
ら
高
校
２
年
生
を

対
象
と
し
て
、
本
格
的
に
授
業
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
組
み
込
ま
れ
ま
し
た
。
（

令
和
７
年
度

か
ら
は
、
２
年
生
及
び
３
年
生
）

特
産
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

始
め
た
経
緯

雄
武
町
で
は
、
以
前
よ
り
「
新
た
な
特
産
品

を
作
る
」
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

特
に
、
若
い
世
代
の
視
点
や
ア
イ
デ
ア
を
取
り

入
れ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
魅
力
あ
る

商
品
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
雄
武
高
等
学
校
の
存
続
も
重
要
な
課

題
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
対
策
と
し
て
高

校
の
魅
力
化
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
高
校
に
は
元
々
、
地
域
を
学

ぶ
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
が
授
業
と
し
て

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
地

域
の
特
産
品
開
発
と
を
結
び
つ
け
る
構
想
か
ら

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
誕
生
し
ま
し
た
。

※
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◆地域が動く・プロジェクト最前線創る

▲ 取材にご協力いただいた
園部先生(左)・国井さん（右）

▲取材にご協力いただいた
雄武町役場産業振興課の皆さん

高
校
の
挑
戦

～
試
作
品
ま
で
の
道
の
り
～

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
当
初
、
雄
武
高
等
学
校

は
普
通
科
高
校
で
あ
っ
た
た
め
、
商
品
開
発
に

関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
乏
し
く
、
教
員
も
生
徒
も
、

手
探
り
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
が
、
商
品

開
発
な
ど
を
行
っ
て
い
る
び
ほ
ろ
笑
顔
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
講
師
等
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
座

学
や
調
理
実
習
、
町
内
視
察
、
他
校
と
の
意
見

交
換
な
ど
、
多
様
な
学
習
活
動
を
重
ね
ま
し
た
。

そ
の
過
程
で
、
生
徒
た
ち
は
、
雄
武
町
の
特

色
を
活
か
し
つ
つ
、
高
校
生
な
ら
で
は
の
柔
軟

な
発
想
で
、
商
品
案
を
生
み
出
し
て
い
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
試
作
と
改
良
を
繰
り
返
し
、
先

生
・
講
師
・
生
徒
が
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら

完
成
度
を
高
め
、
最
終
的
に
は
、
同
町
が
作
付

面
積
日
本
一
位
を
誇
る
ダ
ッ
タ
ン
ソ
バ
を
原
料

と
す
る
「
だ
っ
た
ん
そ
ば
ラ
ー
メ
ン
」
や
、
ホ

タ
テ
と
牛
肉
を
使
っ
た
「
オ
ム
イPIZZA

」
、

ホ
タ
テ
を
使
っ
た
「
海
鮮
せ
ん
べ
い
」
、
牛
肉

と
チ
ー
ズ
を
使
っ
た
「
お
ー
む
ま
ん
」
と
い
っ

た
、
高
校
生
オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
を
完
成
さ
せ

ま
し
た
。地

域
を
含
む
役
場
の
挑
戦

～
商
品
化
ま
で
の
道
の
り
～

高
校
生
が
生
み
出
し
た
ア
イ
デ
ア
を

町
の

財
産

と
し
て
受
け
止
め
た
の
が
、
町
役
場
を

は
じ
め
と
し
た
地
域
の
方
々
で
す
。
町
役
場
は
、

商
工
会
や
金
融
機
関
と
連
携
し
、
町
内
事
業
者

に
、
高
校
生
の
ア
イ
デ
ア
を
幅
広
く
周
知
・
紹

介
し
、
商
品
化
の
可
能
性
を
探
り
ま
し
た
。

ま
た
、
実
際
に
商
品
化
に
挑
む
事
業
者
に
対

し
て
は
、
町
が
従
来
か
ら
整
備
し
て
い
る
「
特

産
品
開
発
支
援
補
助
金
」
を
活
用
し
、
資
金
面

か
ら
、
負
担
軽
減
と
リ
ス
ク
軽
減
を
図
り
ま
し

た
。町

役
場
と
地
域
の
事
業
者
が
連
携
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
強
み
を
持
ち
寄
る
こ
と
で
、
高
校
生
の

ア
イ
デ
ア
を
実
際
の
商
品
と
し
て
形
に
し
て
い

き
ま
し
た
。

完
成
後
の
広
が
り

雄
武
町
の
地
方
創
生

▲調理実習風景 ▲ 令和７年度産業観光まつり▲ 実際に商品化された
ほたてせんべい・だったんそばラーメン

こ
の
取
組
は
、
商
品
開
発
を
目
的
と
し
て
進

め
て
き
た
も
の
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
高
校
生

の
経
験
や
学
び
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
指
導
に

あ
た
る
教
員
と
町
役
場
は
、
「
こ
の
経
験
が
高

校
生
の
将
来
の
財
産
と
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
口

を
揃
え
て
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

高
校
生
の
ア
イ
デ
ア
が
、
地
域
や
事
業
者
の

支
援
で
商
品
化
さ
れ
、
そ
の
成
果
が
高
校
や
地

域
の
魅
力
と
し
て
昇
華
さ
れ
る
、
こ
の
よ
う
な

良
好
な
結
び
つ
き
が
雄
武
町
の
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
支
え
て
い
ま
す
。

昨
年
度
末
頃
に
、
商
品
化
に
向
け
て
進
め
ら

れ
た
の
は
、
「
だ
っ
た
ん
そ
ば
ラ
ー
メ
ン
」
と

「
ほ
た
て
（
海
鮮
）
せ
ん
べ
い
」
で
し
た
。

実
際
に
、
商
品
化
さ
れ
た
も
の
を
手
に
し
た

高
校
生
は
、
「
最
初
の
試
作
品
は
味
も
見
た
目

も
未
完
成
だ
っ
た
が
、
商
品
化
さ
れ
た
も
の
は

格
段
に
良
く
な
っ
て
お
り
、
大
き
な
達
成
感
を

得
ら
れ
た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
町
内
外
の
方
に
試
食
し
て
も
ら
う

「
試
食
祭
」
（
今
年
６
月
に
道
の
駅
で
開
催
）

で
は
、
来
場
者
か
ら
５
段
階
評
価
で
最
高
点
を

つ
け
る
声
が
半
数
近
く
に
の
ぼ
る
な
ど
、
高
評

価
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、
７
月
に
開
催
さ
れ
た

「
産
業
観
光
ま
つ
り
」
で
は
、
実
際
に
商
品
が

販
売

さ
れ
、
立
ち
会
っ
た
高
校
生
に
と
っ

て
は
、
自
分
た
ち
の
活
動
の
成
果
を
直
接
感
じ

取
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
町
内
各
地
で
の
周
知
を
進
め
る
と

と
も
に
、
将
来
的
に
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
と
し
て
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

PIZZA

”

“

“

”



◆地域のキーパーソン創る

07

地域を創る人 編

嶋
崎
さ
ん
の
ツ
ア
ー
は
、
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
に

限
り
ま
せ
ん
。
旅
行
者
の
視
点
に
寄
り
添
い
、

宗
谷
エ
リ
ア
全
体
を
舞
台
に
、
そ
の
季
節
ご
と

に
良
い
場
所
を
紹
介
し
て
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ツ
ア
ー
の
中
で
地
域
の
お
店
に
立
ち

寄
っ
た
り
、
地
域
の
お
菓
子
を
食
べ
る
休
憩
タ

イ
ム
を
設
け
て
み
た
り
と
、
点
で
終
わ
る
観
光

で
は
な
く
、
地
域
全
体
を
面
で
楽
し
む
観
光
に

な
る
よ
う
、
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
に
し
て
エ
リ
ア
全
体
を
感
じ
て
も

ら
う
こ
と
で
地
域
の
魅
力
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

１
回
の
旅
行
で
は
絶
対
に
回
り
き
れ
な
い
広
さ

を
活
か
し
て
、
観
光
客
の
再
訪
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。

そ
ん
な
サ
ロ
ベ
ツ
に
魅
了
さ
れ
た
、
嶋
崎
さ

ん
は
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
に
就
職
、
事
務
局
長
と
し
て
セ
ン
タ
ー
の

開
館
や
運
営
に
携
わ
り
ま
し
た
。

現
在
は
独
立
し
、
ポ
ラ
リ
ス
・
ネ
イ
チ
ャ
ー

ガ
イ
ズ
＆
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
の
代
表
・
自
然
ガ

イ
ド
と
し
て
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
の
ガ
イ
ド
に
加
え

て
、
カ
ヤ
ッ
ク
・
ツ
ア
ー
な
ど
、
様
々
な
ツ

ア
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
中
で
も
特
徴
的
な

の
が
『
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ

ア
ー
』
で
す
。

環
境
省
か
ら
の
委
託
事
業
で
も
あ
る
こ
の
ツ

ア
ー
で
は
、
普
段
人
が
立
ち
入
れ
な
い
湿
原
の

奥
地
ま
で
行
き
、
湿
原
を
堪
能
し
な
が
ら
、
自

然
再
生
事
業
に
も
関
わ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
こ

で
で
き
た
縁
が
人
と
自
然
を
つ
な
い
で
い
ま
す
。

「
も
う

年
近
く
草
が
生
え
て
い
な
い
よ
う
な

場
所
で
、
ツ
ア
ー
客
と
一
緒
に
湿
原
の
植
物
を

回
復
さ
せ
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
を
張
る
。
そ
う
す

る
と
、
数
年
し
て
草
が
生
え
、
花
が
咲
い
た
り

す
る
。
そ
う
し
た
ら
ま
た
サ
ロ
ベ
ツ
に
来
て
も

ら
っ
た
り
、
サ
ロ
ベ
ツ
に
想
い
を
寄
せ
て
も
ら

う
。
そ
ん
な
取
組
を
し
て
い
ま
す
」
と
嶋
崎
さ

ん
は
話
し
ま
す
。

近
年
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
問
題
も
指

摘
さ
れ
る
中
、
嶋
崎
さ
ん
は
、
「
大
勢
が
一
斉

に
来
て
帰
る
観
光
で
は
な
く
、
少
人
数
が
中
長

期
的
に
滞
在
し
、
自
然
へ
の
貢
献
な
ど
を
通
じ

て
地
域
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
く
観
光
で
、
人

と
地
域
の
絆
を
作
っ
て
い
き
た
い
。
」
と
語
り

ま
す
。

環
境
が
変
化
す
る
中
、
今
あ
る
自
然
を
維
持

し
て
い
く
に
は
人
の
手
を
借
り
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

地
域
の
人
口
が
減
り
続
け
て
い
る
現
在
、
外

か
ら
来
て
く
れ
た
観
光
客
の
力
を
借
り
な
が
ら
、

人
も
自
然
も
地
域
も
無
理
の
な
い
形
で
持
続
し

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
、
自
然
ガ
イ
ド
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
か
ら

年
以
上
前
、
当
時
大
学
生
だ
っ
た

嶋
崎
さ
ん
は
、
国
立
公
園
の
現
地
管
理
業
務
を

行
う
自
然
保
護
官
の
補
助
員
で
あ
る
『
サ
ブ
レ

ン
ジ
ャ
ー
』
と
し
て
、
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
を
訪

れ
、
こ
の
地
域
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

圧
倒
的
に
広
い
空
や
ど
こ
ま
で
も
続
く
地
平

線
は
日
本
の
ど
こ
に
も
な
い
景
色
で
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
移
り
変
わ
っ
て
い
く
四
季
の
美
し
さ

も
相
ま
っ
て
絶
景
に
溢
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
そ
こ
ま
で
有
名
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
。

嶋
崎
さ
ん
に
と
っ
て
、
こ
の
地
域
は
「
知
る

人
ぞ
知
る
秘
境
の
よ
う
な
地
域
」
で
し
た
。

こ
の
「
独
り
占
め
」
し
た
よ
う
な
感
じ
が
他

の
地
域
に
は
な
い
体
験
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
の
北
部
、
世
界
的
に
希
少
な
油
分
を
含
ん
だ
泉
質
の

「
豊
富
温
泉
」
や
全
国
的
に
有
名
な
「
豊
富
牛
乳
」
、
利
尻
礼

文
と
共
に
国
立
公
園
を
構
成
す
る
「
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
」
を
抱
え

る
豊
富
町
。

そ
ん
な
豊
富
町
か
ら
、
宗
谷
エ
リ
ア
全
体
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
る
の
が
、
ポ
ラ
リ
ス
・
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ズ
＆
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
代
表
嶋
崎
暁
啓
（
し
ま
ざ
き
と
し
ひ
ろ
）
さ
ん
で
す
。
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除
し
た
エ
ゾ
シ
カ
を
有
効
活
用
し
た
い
」
と
相

談
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
鹿
の
骨
を
使
っ
た
犬

の
お
も
ち
ゃ
、
鹿
肉
を
活
用
し
た
ペ
ッ
ト
フ
ー

ド
の
ほ
か
、
鹿
の
角
や
骨
を
緻
密
に
加
工
し
ナ

イ
フ
の
柄
や
火
吹
き
棒
な
ど
の
キ
ャ
ン
プ
用
品

を
製
作
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
を
設
立
し
、

ま
ち
づ
く
り
工
房
が
令
和
６
年
４
月
か
ら
管
理

運
営
を
行
う
福
島
町
の
道
の
駅
や
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

創る ◆地域のキーパーソン
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ま
ち
づ
く
り
工
房
は
、
平
成

年
に
町
の
活

性
化
に
向
け
た
町
民
に
よ
る
町
民
の
た
め
の
ま

ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
法
人
と
し
て
設
立
さ
れ
、

今
で
は
大
人
気
と
な
っ
た
岩
部
ク
ル
ー
ズ
を
メ

イ
ン
事
業
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
工
房
は
、
岩
部
ク
ル
ー
ズ
の
他

に
町
内
資
源
を
活
か
し
た
特
産
品
づ
く
り
も
始

め
ま
し
た
。
最
初
の
理
想
は
、
１
０
０
％
町
内

産
原
材
料
で
の
開
発
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、

町
内
業
者
へ
依
頼
し
た
と
こ
ろ
状
況
や
タ
イ
ミ

ン
グ
が
合
わ
ず
、
実
現
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
か
ら
、
自
社
で
作
成
し
た
り
、
少
し
範
囲

を
広
げ
、
道
南
の
企
業
と
も
協
力
し
特
産
品
づ

く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
し
た
。
風
向
き
が
変

わ
っ
て
き
た
の
は
、
函
館
市
に
あ
る
老
舗
「
五

島
軒
」
と
コ
ラ
ボ
し
た
ア
ワ
ビ
カ
レ
ー
が
大

ヒ
ッ
ト
し
た
こ
と
か
ら
で
し
た
。
こ
れ
を
目
の

当
た
り
に
し
た
町
内
業
者
か
ら
も
こ
う
い
う
素

材
で
困
っ
て
い
る
け
ど
何
か
い
い
ア
イ
デ
ア
は

な
い
か
」
な
ど
少
し
ず
つ
商
品
開
発
の
相
談
が

寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ツ
コ
ツ

と
実
績
を
積
み
重
ね
、
今
で
は
開
発
し
た
商
品

が

種
類
を
超
え
て
い
ま
す
。

最
近
だ
と
、
地
元
ハ
ン
タ
ー
さ
ん
か
ら
「
駆

北
海
道
の
南
西
部
に
位
置
し
、
北
は
広
大
な
大
千
軒
岳

（
だ
い
せ
ん
げ
ん
だ
け
）
、
南
は
津
軽
海
峡
の
豊
か
な
自

然
に
囲
ま
れ
た
福
島
町
。

そ
ん
な
福
島
町
の
魅
力
を
再
発
掘
し
て
い
る
の
が
「
一

般
社
団
法
人
福
島
町
ま
ち
づ
く
り
工
房
」
（
以
下
「
ま
ち

づ
く
り
工
房
」
）
で
す
。

野
さ
ん
。

今
で
は
、
道
外
か
ら
も
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
、
簡
単
に
は
予
約
が
取
れ
な
い
ほ
ど
人
気
の

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

手
つ
か
ず
の
大
自
然
が
広
が
る
秘
境
「
岩
部

海
岸
」
を
巡
る
『
岩
部
ク
ル
ー
ズ
』
。
町
民
と

町
の
出
資
に
よ
り
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、

何
も
か
も
が
手
探
り
の
状
況
か
ら
運
航
船
の
確

保
、
運
航
経
路
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
模
索
な
ど
、

会
社
の
設
立
か
ら
運
航
開
始
ま
で
約
２
年
間
試

行
錯
誤
に
費
や
し
ま
し
た
。
「
当
時
は
が
む

し
ゃ
ら
に
や
っ
て
た
の
で
あ
ま
り
感
じ
な
か
っ

た
け
ど
、
今
振
り
返
る
と
相
当
大
変
だ
っ
た
と

思
う
。
」
と
当
時
を
振
り
返
る
代
表
理
事
の
平

ク
ル
ー
ズ
に
よ
り
観
光
と
し
て
見
る
場
所
を

つ
く
り
、
商
品
開
発
に
よ
り
買
う
も
の
も
充
実
。

食
べ
る
も
の
に
つ
い
て
も
レ
ト
ル
ト
の
ア
ワ
ビ

カ
レ
ー
を
出
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
町
観
光

協
会
も
動
き
出
し
、
ア
ワ
ビ
カ
レ
ー
を
提
供
す

る
町
内
飲
食
店
が
５
店
舗
ほ
ど
で
き
た
り
と
一

歩
ず
つ
ま
ち
づ
く
り
工
房
立
ち
上
げ
の
目
的
は

達
成
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
交
流
人
口
を
少
し
で
も
増
や
せ
る

よ
う
、
ク
ル
ー
ズ
を
運
航
し
て
い
る
岩
部
地
区

を
再
開
発
し
、
ク
ル
ー
ズ
以
外
の
見
る
も
の
を

計
画
し
て
お
り
、
道
の
駅
や
温
泉
に
寄
っ
て
も

ら
い
な
が
ら
町
内
事
業
者
に
還
元
で
き
る
よ
う

な
動
き
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
民
や
町
外
の
人
か
ら
、
「
福
島
町
に
は
、

見
る
も
の
が
な
い
、
食
べ
る
も
の
が
な
い
、
買

う
も
の
も
な
い
」
と
言
わ
れ
、
自
分
た
ち
で
作

ろ
う
と
決
意
し
立
ち
上
げ
た
ま
ち
づ
く
り
工
房
。
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多
く
の
地
域
が
頭
を
悩
ま
せ
る
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
。
資
源
も
限
ら
れ

る
な
か
で
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
、
専
門
性
を
越
え
て
つ
な
が
り
、
共
創
す
る
取
組
に

注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
令
和

年
度
か
ら
旭
川
で
始
ま
っ
た
Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
Ａ
。
異
な

る
専
門
高
校
の
生
徒
が
互
い
の
得
意
を
持
ち
寄
り
、
地
域
活
性
化
に
向
け
て
新
た
に
共
創
す
る

取
組
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

令
和

年
度
か
ら
始
ま
っ
た
Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ

ｃ
ｔ
Ａ
は
、
北
海
道
旭
川
商
業
高
等
学
校
と

北
海
道
旭
川
農
業
高
等
学
校
の
生
徒
が
互
い

の
専
門
性
を
生
か
し
、
連
携
し
て
地
域
課
題

の
解
決
を
目
指
す
取
組
で
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ィ
ー
ル
ド
北
海
道
で
は
専

属
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
地
域
に
赴
き
、
キ

ー
パ
ー
ソ
ン
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
調
査
か
ら

地
域
の
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
し
、
課
題
解
決

に
向
け
て
地
域
内
外
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

と
と
も
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
つ
く
り
伴
走
す

る
取
組
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の
Ｐ
ｒ
ｏ

ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
Ａ
も
現
役
高
校
教
員
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
が
き
っ
か
け
と
な
り
始
ま
っ
た
も
の
で

す
。
複
雑
化
す
る
社
会
課
題
・
地
域
課
題
は
、

も
は
や
一
つ
の
組
織
や
専
門
分
野
で
解
決
で

き
る
も
の
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
、
組
織

や
専
門
分
野
の
壁
を
越
え
、
共
通
の
ビ
ジ
ョ

ン
や
目
標
に
向
か
っ
て
共
創
す
る
こ
と
が
不

可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
そ
れ
は
大
人

で
も
な
か
な
か
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
こ
と
で
す
。

し
か
し
高
校
生
の
段
階
か
ら
そ
う
し
た
取
組

に
関
わ
り
、
ま
わ
り
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
な
が

ら
試
行
錯
誤
を
重
ね
る
経
験
こ
そ
が
地
域
の

未
来
を
つ
く
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
た

こ
と
、
ま
た
サ
ポ
ー
ト
す
る
大
人
側
に
も
新

た
な
接
点
が
生
み
出
せ
る
と
の
考
え
か
ら
、

旭
川
商
業
高
校
と
旭
川
農
業
高
校
の
協
力
の

も
と
、
「
課
題
研
究

」
の
授
業
の
一
環
と

し
て
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

専
門
高
校
の
生
徒
が
自
ら
課
題
を
設
定
し
、
主
体
的
か
つ
協
働
的

に
課
題
解
決
に
取
り
組
む
科
目

Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
Ａ
で
は
、
共
創
に
よ
る

地
域
活
性
化
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
据
え
て
地

域
資
源
を
生
か
し
た
商
品
づ
く
り
を
旭
川
農

業
高
校
が
担
い
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
販
売

戦
略
立
案
等
を
旭
川
商
業
高
校
が
担
う
形
で

進
め
て
い
ま
す
。
同
じ
旭
川
市
内
に
あ
る
道

立
専
門
高
校
同
士
と
は
い
え
、
距
離
に
し
て

㎞
以
上
離
れ
て
い
る
両
校
。
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
や
時
間
割
も
異
な
る
な
か
で
生
徒
同
士
が

「
時
間
を
合
わ
せ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
」
と
い
う
基
本
的
な
と
こ
ろ
か
ら
工

夫
が
必
要
で
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
を

駆
使
す
る
な
ど
し
て
克
服
し
て
い
ま
す
が
、

何
よ
り
両
校
の
先
生
方
に
柔
軟
に
対
応
い
た

Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ

Ａ

大
人
も
巻
き
込
ま
れ
る
共
創

北
海
道
科
学
技
術
総
合
振
興
セ
ン
タ
ー

（
略
称
ノ
ー
ス
テ
ッ
ク
財
団
）
は
、
経
済
産

業
省
の
「
産
学
融
合
拠
点
創
出
事
業
」
に
応

募
し
、
令
和
２
年
度
か
ら
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ

ィ
ー
ル
ド
北
海
道
」
と
題
し
た
取
組
を
行
い

ま
し
た
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ィ
ー
ル
ド
北
海
道

で
は
、
『
将
来
世
代
の
た
め
に
。
共
感
と
共

創
で
つ
な
が
る
、
希
望
あ
ふ
れ
る
北
海
道
の

創
生
』
を
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
設
定
し
、
地
域

活
性
化
の
た
め
に
、
従
来
型
の
産
学
連
携
の

ス
タ
イ
ル
に
留
ま
ら
ず
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ィ

ー
ル
ド
北
海
道
の
専
属
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
地
域
の
現
場
に
入
っ
て
い
き
、
そ
こ
に
関

わ
っ
て
い
る
方
々
と
一
緒
に
考
え
る
こ
と
を

実
践
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
地
域
活
性

化
は
当
該
地
域
以
外
か
ら
の
知
恵
や
意
識
を

一
時
的
に
必
要
と
す
る
も
の
の
、
結
局
は
そ

の
地
域
の
方
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
ま
た
そ

の
地
域
の
方
々
に
よ
り
継
続
的
に
紡
が
れ
な

け
れ
ば
根
付
か
な
い
と
い
う
思
い
に
よ
り
ま

す
。
以
下
、
そ
の
一
つ
の
取
組
で
あ
る
、
Ｐ

ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
Ａ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ィ
ー
ル
ド
北
海

道
の
地
域
活
性
化
の
取
組

創る ◆地域を創る人づくり

５

※

※
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本記事の取組は、北海道総合政策部計画局科学技術振興課で担当しております。
（執筆担当 旭川市立大学 和田順子/ノーステック財団 扇谷 悟） お問い合わせ先/ TEL：011-206-6478

だ
い
て
い
る
こ
と
が
大
き
い
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
５
年
度
・
６
年
度
は
、
旭
川
の
良
質

な
木
材
の
未
利
用
部
分
を
活
用
し
た
高
付
加

価
値
商
品
の
開
発
や
、
ブ
ラ
ン
ド
牛
を
使
用

し
た
肉
加
工
品
の
開
発
、
旭
川
の
ご
当
地
グ

ル
メ
で
あ
る
「
あ
っ
た
か
旭
川
ま
ん
」
の

新
商
品
開
発
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
か
ら
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ィ
ー

ル
ド
北
海
道
の
手
を
離
れ
、
旭
川
市
立
大
学

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
も
と
、
こ
の
取
組
を

進
め
て
い
ま
す
。
旭
川
で
生
産
に
力
を
入
れ

始
め
た
さ
つ
ま
い
も
を
あ
ん
に
使
用
し
た

「
あ
っ
た
か
旭
川
ま
ん
」
を
、
旭
川
農
業
高

校
が
Ｊ
Ａ
あ
さ
ひ
か
わ
等
と
と
も
に
共
同
開

発
し
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
Ｐ
Ｒ
を
旭
川
商

業
高
校
が
担
い
ま
す
。
「
あ
っ
た
か
旭
川
ま

ん
」
事
務
局
を
担
当
す
る
旭
川
食
品
産
業
支

援
セ
ン
タ
ー
や
旭
川
市
に
も
協
力
い
た
だ
き
、

旭
川
の
活
性
化
に
向
け
た
高
校
生
の
旺
盛
な

取
組
を
、
大
人
も
巻
き
込
ま
れ
な
が
ら
推
進

し
て
い
ま
す
。

起
業
人
材
育
成
の
取
組

令和6年度Project Aの取組（一例）

今年度のProject Aに関わる
旭川商業高校・旭川農業高校の

生徒のみなさん

創る ◆地域を創る人づくり

旭
川
商
業
高
校
と
旭
川
農
業
高
校
の
生
徒

達
が
取
り
組
ん
だ
Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
Ａ
は
、

探
求
的
な
学
び
を
通
じ
た
、
地
域
の
課
題
解

決
型
人
材
育
成
と
言
え
ま
す
。

こ
う
し
た
取
組
に
参
加
す
る
間
口
を
広
げ

る
と
と
も
に
、
多
く
の
地
域
企
業
等
と
の
つ

な
が
り
を
つ
く
っ
て
、
さ
ら
な
る
取
組
が
生

ま
れ
る
機
運
を
醸
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

令
和
６
年

月
に
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ィ
ー
ル

ド
北
海
道
（
ノ
ー
ス
テ
ッ
ク
財
団
）
主
催
で

高
校
生
や
若
い
起
業
家
等
を
対
象
と
し
た
起

業
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｔ
ｕ

ｐ

Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
ｅ
ｎ
ｄ
旭
川
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

地
域
で
コ
ト
を
起
こ
し
て
い
く
ア
ク
テ
ィ

ブ
な
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
掘
り
起
こ
し
と
、
地

域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
現
に
つ
な
が
れ

ば
と
の
期
待
を
込
め
、
今
年
度
も

月
５
日

～
７
日
に
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。

旭川市立大学による「協働」等に関する
レクチャー

旭川市長への新商品完成報告
（地域振興班）Startup Weekend旭川の開催

食べマルシェへの合同出展
（地域振興班、森林循環班）

旭川市立大 須田教授による
ビジネスモデルのレクチャー

食べマルシェへの合同出展
（肉加工班）

12
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「
地
域
み
ら
い
留
学
」
と
は

日
本
各
地
に
あ
る
公
立
高
校
の
中
か
ら
、

住
ん
で
い
る
都
道
府
県
の
枠
を
超
え
て
、

自
分
の
興
味
関
心
に
合
っ
た
高
校
を

選
択
し
、
高
校
３
年
間
を
そ
の
地
域
で

過
ご
す
国
内
進
学
プ
ラ
グ
ラ
ム
。

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
森
町
長

か
ら
は
「
町
と
し
て
も
生
徒
募
集
の
支

援
等
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
継
続
し

て
い
き
た
い
。
今
年
度
か
ら
は
、
新
た

に
部
活
が
新
設
さ
れ
、
島
の
振
興
に
係

る
取
組
に
つ
い
て
要
望
も
い
た
だ
い
て

お
り
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
。
」

と
お
話
い
た
だ
き
、
こ
の
高
校
が
島
の

活
性
化
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
ま
し
た
。

生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
学
校
の
魅

力
と
し
て
、
旅
館
や
ホ
タ
テ
の
養
殖
、

保
育
施
設
な
ど
様
々
な
場
所
で
日
中
働

け
る
こ
と
や
島
内
運
動
会
な
ど
の
地
域

行
事
の
運
営
に
携
わ
っ
て
い
る
様
子
を

お
聞
き
し
、
島
の
一
員
と
し
て
住
民
と

積
極
的
に
関
わ
り
な
が
ら
、
大
き
な
夢

や
熱
い
思
い
を
持
っ
て
学
校
生
活
を
過

ご
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

離
島
な
ら
で
は
の
魅
力
や
資
源
を
い

か
し
、
地
域
の
未
来
を
担
う
若
者
達
の

力
を
引
き
出
す
取
組
が
さ
ら
に
広
が
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

11

北
海
道
天
売
高
等
学
校

編

令
和
７
年
５
月
21
日
訪
問

私
自
身
も
、
高
校
生
の
時
に
働
き
な

が
ら
勉
強
し
、
卒
業
後
も
東
京
都
庁
に

勤
め
な
が
ら
大
学
で
学
ん
で
い
た
経
験

が
あ
る
の
で
、
生
徒
の
皆
さ
ん
と
重
な

る
部
分
が
多
く
、
深
く
共
感
し
ま
し
た
。

実
際
に
島
内
で
暮
ら
し
て
、
働
き
な

が
ら
高
校
に
通
う
こ
と
で
、
生
徒
の
皆

さ
ん
の
可
能
性
を
広
げ
る
と
と
も
に
、

さ
ら
に
将
来
、
島
内
に
残
っ
て
も
ら
え

れ
ば
、
天
売
島
全
体
の
魅
力
化
に
も
繋

が
っ
て
い
く
と
感
じ
ま
し
た
。

当
日
の

知
事
の
言
葉
か
ら

鈴木知事が、北海道創生に向けて、様々な分野で活躍されている
方をお訪ねし、その取組や地域への思いなどをお聞きしています。
同行した職員から皆様にその様子をお伝えします。

なおみちカフェ

今
回
ま
ず
ご
紹
介
す
る
の
は
、
羽
幌

町
天
売
島
に
あ
る
北
海
道
天
売
高
等
学

校
で
す
。

定
時
制
普
通
科
の
こ
の
高
校
で
は
、

島
の
基
幹
産
業
が
水
産
業
と
い
う
特
性

を
生
か
し
た
水
産
科
目
「
海
洋
基
礎
」

や
、
島
の
自
然
や
歴
史
、
伝
統
文
化
を

体
験
的
に
学
び
、
地
域
人
材
を
育
成
す

る
学
校
設
定
科
目
「
天
売
学
」
な
ど
、

離
島
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
授
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

校
長
先
生
か
ら
は
、
「
地
域
み
ら
い

留
学

を
通
じ
て
、
全
国
か
ら
生
徒

を
募
集
し
て
お
り
、
実
際
に
道
外
か
ら

も
生
徒
が
入
学
し
て
い
る
。
自
然
豊
か

な
天
売
島
の
資
源
を
活
用
し
た
授
業
を

通
じ
て
、
問
題
解
決
能
力
を
身
に
つ
け

て
も
ら
え
る
よ
う
、
地
域
で
活
躍
で
き

る
人
材
育
成
を
行
っ
て
い
る
。
」
と
お

留萌編

▲授業の様子。生徒たちは、実践的な知識やスキルを
身につけるとともに、地域に対する理解や愛着を
深めながら学ぶ。

◆「なおみちカフェ」から創る

▲北海道天売高等学校。 創立71年目を迎えるこの高校は、北海道の離島では
最も歴史のある高校となっている。

▲懇談の様子。知事からは生徒の皆さん一人一人にエールが送られた。

るもい

はぼろ

てうり

(
)

※



◆「なおみちカフェ」から

12

令
和
７
年
１
月
21
日
訪
問

次
に
、
帯
広
市
に
あ
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
帯

広
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
の

施
設
は
、
全
国

箇
所
の
国
内
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
拠
点
の
一
つ
で
、
道
東
地
域
と
開
発

途
上
国
の
結
節
点
と
し
て
途
上
国
の
課

題
解
決
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
市
民

参
加
型
の
国
際
協
力
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

施
設
内
に
は
、
世
界
各
国
の
料
理
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
レ
ス
ト
ラ
ン

「
お
び
く
っ
く
」
や
、
国
際
協
力
、
各

国
情
報
、
開
発
教
育
に
関
す
る
書
籍
を

所
蔵
し
て
い
る
図
書
室
「
お
び
ぶ
っ

く
」
、
開
発
途
上
国
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る
常
設
展
示
や

途
上
国
の
映
像
を
Ｖ
Ｒ
で
体
験
で
き
る

展
示
ス
ペ
ー
ス
「
お
び
る
っ
く
」
な
ど
、

魅
力
的
な
ス
ペ
ー
ス
が
常
時
開
設
さ
れ

て
お
り
、
訪
れ
た
方
が
外
国
を
身
近
に

感
じ
、
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
よ
う

様
々
な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。 Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
北
海
道
（
帯
広
）

編

当
日
の

知
事
の
言
葉
か
ら

育
成
就
労
と
い
っ
た
新
し
い
制
度

の
議
論
も
あ
る
中
、
外
国
人
の
皆
様

に
地
域
で
活
躍
い
た
だ
く
た
め
に
は
、

文
化
的
な
交
流
や
、
具
体
的
な
地
域

の
取
組
を
ベ
ー
ス
と
す
る
地
域
間
交

流
が
と
て
も
重
要
で
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
北
海
道
は
包
括
連
携

協
定
を
締
結
し
て
い
る
の
で
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
帯
広
や
十
勝
管
内
の
地
域
の

方
々
と
連
携
し
、
世
界
と
北
海
道
を

つ
な
ぐ
環
境
づ
く
り
に
と
も
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

十勝編

▲同一都道府県内に２箇所拠点があるのは北海道のみ（札幌と帯広）。３階建ての施設に
は、途上国からの研修員50名が宿泊可能で、市民との交流スペースも設けられている。

創る

施
設
の
代
表
か
ら
は
、
「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
コ
ラ
ボ
し
た
青
年
海
外
協

力
隊
の
派
遣
前
研
修
や
、
地
域
で
の
国

際
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
途
上
国
の
方
の
知
見
を
い

か
し
、
『
共
創
』
と
『
環
流
』
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い

き
た
い
。
」
と
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。さ

ら
に
、
エ
ジ
プ
ト
や
ス
ー
ダ
ン
か

ら
来
道
さ
れ
て
い
る
研
修
員
か
ら
、
日

本
を
代
表
す
る
食
料
生
産
基
地
で
あ
る

十
勝
に
お
い
て
農
業
を
学
ば
れ
て
い
る

目
的
や
活
動
内
容
に
つ
い
て
、
米
沢
市

長
か
ら
は
「
在
留
外
国
人
が
地
域
社
会

の
一
員
と
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
連
携
し
な
が
ら
、

外
国
や
日
本
の
文
化
紹
介
、
地
域
住
民

と
の
交
流
の
場
の
創
出
な
ど
様
々
な
国

際
交
流
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
」
と
お

話
い
た
だ
き
、
こ
の
施
設
が
地
域
の
活

性
化
や
国
際
化
に
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

今
後
も
、
長
年
培
っ
て
き
た
諸
外
国

の
現
地
情
報
や
人
材
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
い
か
し
、
本
道
に
お
け
る
在
住
外
国

人
支
援
や
多
文
化
共
生
に
向
け
た
取
組

に
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

▶おびぶっく

▲おびるっく

とかち

おびひろ

き
ょ
う
そ
う

か
ん
り
ゅ
う

15



第
十
一
弾

【プロフィール】
東京都世田谷区出身28歳。全国展開するス
ーパーに就職し、水産売場を担当。大学時
代は地理学を専攻する。スーパー退職後、
令和５年10月から倶知安町の地域おこし協
力隊として活動。

▼
倶
知
安
町
の
協
力
隊
と
な
っ
た
経
緯
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
活
動
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
と
か
い
な
か
」
（
濱
﨑
氏
の
造
語
）
だ
と
思

い
ま
す
。
都
会
と
田
舎
、
双
方
の
い
い
面
が
共

存
し
て
い
ま
す
。
「
都
会
」
ら
し
さ
と
は
、
煩

わ
し
い
人
間
関
係
が
な
い
と
こ
ろ
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
人
口
１
万
６
千
人
程
度
の
小
さ
な
町

で
す
が
、
毎
年
約
３
千
人
の
方
が
移
住
や
転
勤

で
出
入
り
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
「
よ
そ

者
」
で
も
、
ま
っ
た
く
浮
く
こ
と
が
な
く
、
地

域
の
人
間
関
係
に
必
要
以
上
に
干
渉
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
周
囲
に
気
を
遣
わ
な

く
て
よ
い
と
い
う
心
地
よ
さ
は
都
心
で
の
生
活

と
共
通
す
る
部
分
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
方
で
「
田
舎
」
ら
し
さ
を
感
じ
る
の
は
、

市
街
地
を
少
し
離
れ
る
だ
け
で
、
豊
か
な
自
然

が
広
が
っ
て
い
る
点
で
す
。
広
大
な
田
畑
や
湿

原
、
高
原
が
身
近
に
あ
り
、
雄
大
な
ニ
セ
コ
連

峰
や
日
々
表
情
を
変
え
る
羊
蹄
山
の
美
し
い
景

色
が
私
た
ち
を
癒
や
し
て
く
れ
ま
す
。

倶
知
安
町
は
、
羊
蹄
山
を
始
め
と
す
る
雄
大
な

自
然
と
、
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
と
し
て
の
都
市
的
な

発
展
が
共
存
す
る
地
域
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ま

ち
づ
く
り
と
い
う
観
点
で
見
る
と
、
多
く
の
課
題

が
存
在
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
課
題
解
決

に
大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

若
い
世
代
が
こ
の
地
域
を
「
自
分
た
ち
の
学
び

場
」
と
し
て
捉
え
、
町
の
良
い
面
も
悪
い
面
も
深

く
知
る
こ
と
で
、
着
実
に
こ
の
町
へ
の
愛
着
や
愛

情
が
育
ま
れ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
彼
ら

の
成
長
を
通
じ
て
、
町
の
未
来
を
創
る
手
応
え
を

感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
、
私
に
と
っ
て
最
大
の
喜
び

で
す
。

道
内
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
毎
年
増
加
し
、
地
域
活
性
化
は
も
と

よ
り
、
地
域
の
担
い
手
確
保
な
ど
、
人
の
流
れ
を
つ
く
る
き
っ
か
け
づ

く
り
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。
全
道
各
地
で
地
域
に
新
た
な
風
を
吹

き
込
む
存
在
と
し
て
地
域
振
興
の
様
々
な
場
面
で
活
躍
す
る
隊
員
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
、
活
動
を
応
援
し
ま
す
。

創る

▲JR倶知安駅の新幹線工事現場。地元の子ど
もたちと倶知安中学校美術部の生徒が描い
た絵をフェンスに貼り付けた「くっちゃん
アートプロジェクト2024」

▼
倶
知
安
町
の
魅
力
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
活
動
で
や
り
が
い
を
感
じ
る
こ
と
は
な
ん

で
す
か
。

プロフィール写真①

前
職
は
大
手
ス
ー
パ
ー
の
水
産
売
場
の
業
務

に
従
事
し
て
い
ま
し
た
。
趣
味
は
街
並
み
を
観

て
廻
る
旅
行
で
、

都
道
府
県
す
べ
て
を
歩
き

ま
し
た
。
特
に
北
海
道
は
大
好
き
な
土
地
で
20

回
は
訪
問
し
た
と
思
い
ま
す
。
大
学
で
は
地
理

学
を
専
攻
し
て
お
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
分
野
に

強
い
関
心
が
あ
り
ま
し
た
。
始
め
は
札
幌
市
近

郊
へ
の
移
住
を
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
発
展
め

ざ
ま
し
い
倶
知
安
町
の
街
並
み
を
観
て
、
再
開

発
に
あ
た
り
、
住
民
が
ど
の
よ
う
に
参
画
し
、

意
思
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
プ
ロ
セ

ス
に
大
変
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
転
職
を
考
え

て
い
た
時
に
、
倶
知
安
町
の
「
地
域
お
こ
し
協

力
隊
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
推
進
員
募
集
」
の
文

字
が
目
に
留
ま
り
、
業
務
内
容
は
活
動
範
囲
が

広
く
、
好
き
な
こ
と
が
や
り
や
す
い
環
境
で
あ

る
と
感
じ
た
た
め
、
応
募
を
決
意
し
ま
し
た
。

▼
任
期
終
了
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

倶
知
安
風
土
館
と
協
力
し
て
行
っ
て
い
る
中
高

生
向
け
の
地
域
サ
ー
ク
ル
活
動
を
本
格
的
に
動
か

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元

の
若
い
世
代
の
地
域
愛
を
育
む
活
動
は
、
引
き
続

き
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
若
い
世
代
こ
そ
が
都
会

に
出
て
、
競
争
力
を
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
に
都
会
に
出
て

行
っ
た
若
者
が
「
う
ち
の
地
元
は
○
○
だ
よ
！
」

と
自
慢
で
き
る
よ
う
な
倶
知
安
町
を
創
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

13

景
観
ま
ち
づ
く
り
推
進
員
と
し
て
、
地
域
景

観
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
く
っ
ち
ゃ
ん
景
観
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
実
施
（
前
年
応
募
１
２
６

点
）
や
景
観
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
「
ツ
ク
ル

バ
」
の
運
営
（
本
年
２
月
と
４
月
開
催
）
な
ど
、

「
若
い
世
代
へ
の
景
観
意
識
醸
成
」
と
「
若
い

世
代
が
ま
ち
づ
く
り
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
活

躍
で
き
る
社
会
環
境
づ
く
り
」
の
２
つ
を
テ
ー

マ
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

く
っ
ち
ゃ
ん

47

20



14 

創る

▲ 伊達市南有珠町のアルトリ岬で
トレイルラン参加者と記念撮影

本記事の取組は、北海道総合政策部官民連携推進局が担当しております。
地域おこし協力隊制度に関するお問い合わせ先 地域おこし協力隊サポート推進室 （011-204-5791）

観
光
情
報
の
収
集
・
発
信
が
中
心
で
す
。
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
は
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
ア
ラ

フ
ォ
ー
目
線
で
伊
達
市
の
魅
力
を
発
信
し
て
い

ま
す
。
最
近
は
写
真
よ
り
も
動
画
に
力
を
入
れ

て
い
て
、
［
伊
達
雪
ま
つ
り
］
公
式
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
で
の
ラ
イ
ブ
配
信
や
、
［
伊
達
武
者
ま

つ
り
］
の
会
場
マ
ッ
プ
制
作
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
道
の
駅
（
伊
達
市
観
光
物
産

館
）
に
観
光
情
報
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
飲
食
店

紹
介
ボ
ー
ド
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
掲
載
店
を

増
や
す
な
ど
、
地
域
の
魅
力
発
信
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
［
伊
達
大
滝
ロ
ン
グ
ト
レ

イ
ル
ラ
ン
］
は
企
画
か
ら
運
営
ま
で
行
っ
て
い

ま
す
。

第
一
子
の
誕
生
が
大
き
な
転
機
で
し
た
。
誕

生
前
に
は
約
三
年
間
コ
ロ
ナ
禍
が
続
き
、
東
京

で
は
二
拠
点
生
活
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

お
よ
そ
一
年
間
の
育
児
休
暇
を
取
り
、
家
族
で

国
内
各
地
を
巡
る
中
で
、
自
然
の
多
い
場
所
で

子
育
て
し
た
い
気
持
ち
が
強
ま
り
ま
し
た
。
出

身
地
の
北
海
道
を
第
一
候
補
に
探
す
中
で
、
地

元
伊
達
市
の
協
力
隊
募
集
（
観
光
分
野
）
を
知

り
、
も
と
も
と
関
心
の
あ
っ
た
地
方
創
生
の

テ
ー
マ
と
も
重
な
っ
て
応
募
し
ま
し
た
。

第
十
二
弾

【プロフィール】
北海道伊達市出身。室蘭工業大学大学院を修了後、外資系の石油
掘削会社にエンジニアとして就職、世界各地で掘削調査を行う。
退職後、海外での旅行業や民泊業などの運営に携わり、令和６年
６月から、地域おこし協力隊として地元伊達市にUターンする。

▼
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
伊
達
市
で

活
動
し
よ
う
と
考
え
た
き
っ
か
け
・
経
緯

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
現
在
の
伊
達
市
で
の
業
務
内
容
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
業
務
に
取
り
組
む
中
で
、
手
応
え
や
、

や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

「
鳥
口
さ
ん
が
い
て
助
か
っ
た
」
「
ラ
ン
ニ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
は
と
て
も
良
か
っ
た
の
で
、

も
っ
と
や
っ
て
ほ
し
い
」
「
情
報
カ
ー
ド
が
と

て
も
便
利
」
「
リ
ー
ル
動
画
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
」
。
そ
ん
な
声
が
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま

す
。
地
域
の
方
々
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
反
応
や
、

伊
達
市
役
所
の
皆
様
と
も
提
案
し
合
う
よ
う
な

活
動
の
進
め
方
を
で
き
る
こ
と
が
、
次
の
一
歩

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

▼
残
り
の
任
期
、
ま
た
任
期
終
了
後
の
こ

と
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
伊
達
市
に
定
住
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
暮

ら
し
と
働
き
方
を
築
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
の
人
と
の
つ
な
が
り
と
経
験
を
基

盤
に
、
継
続
的
な
観
光
情
報
発
信
や
地
域
の
回
遊

づ
く
り
に
関
わ
り
続
け
る
の
も
一
つ
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
東
京
や
沖
縄
な
ど
と
伊
達
市
を
繋
ぐ
取

組
が
で
き
る
と
面
白
い
の
で
は
な
い
か
と
も
感
じ

て
お
り
、
自
分
の
任
期
後
も
続
い
て
い
く
観
光
関

連
の
取
組
や
仕
組
み
を
残
し
て
い
き
た
い
で
す
。

▲トレイルランにて、全員無事にゴールをした時の記念写真

▼
協
力
隊
の
活
動
を
通
し
て
感
じ
て
い
る

伊
達
市
の
魅
力
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

以
前
、
こ
の
町
に
住
ん
で
い
た
と
き
は
改
め

て
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
気
候

や
自
然
、
伊
達
市
の
立
地
な
ど
、
環
境
の
良
さ

が
大
き
な
魅
力
で
す
。
す
べ
て
が
《
程
よ
い
》

感
じ
で
、
山
や
海
は
近
い
し
、
周
辺
に
は
湖
も

温
泉
も
あ
り
、
車
で
一
時
間
も
走
れ
ば
、
ス

キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
地
や
空
港
だ
っ
て
あ
り
ま
す
。

▲道の駅「だて歴史の杜・伊達市観光物産館」に設置されて
いる観光情報＆飲食店紹介ボード。
ポストカードは月２,０００枚なくなるという。

ま
た
、
農
業
が
盛
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
食

べ
物
は
美
味
し
い
し
、
晴
天
の
日
が
多
い
の
で

気
分
も
爽
快
に
な
り
ま
す
。
必
要
な
都
市
機
能

も
備
わ
っ
て
い
る
の
で
日
々
の
暮
ら
し
に
も
問

題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
る
な
ら
「
ぬ
る
め
の

温
泉
の
湯
に
、
気
づ
い
た
ら
長
く
浸
か
っ
て
い

て
、
居
心
地
が
良
く
出
ら
れ
な
い
」
そ
ん
な
場

所
で
す
。
ま
だ
ギ
リ
ギ
リ
古
き
良
き
田
舎
の
雰

囲
気
を
残
し
つ
つ
、
札
幌
や
空
港
へ
も
ア
ク
セ

ス
し
や
す
い
、
利
便
性
の
高
い
町
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
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